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【公表番号】特表2010-518699(P2010-518699A)
【公表日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2010-021
【出願番号】特願2009-548335(P2009-548335)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  28/10     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  28/18     (2009.01)
   Ｈ０４Ｌ  29/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２７１　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ２８１　
   Ｈ０４Ｌ  13/00    ３０５Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月4日(2011.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線リンク制御（ＲＬＣ）エンティティにおけるＲＬＣ動作を強化する方法において、
　複数のパケットデータユニット（ＰＤＵ）のバイト数に基づいて、少なくとも１つのウ
ィンドウサイズおよびＲＬＣポーリングメカニズムを定義しおよび管理するステップであ
って、前記複数のパケットデータユニットの各々のサイズが変化するステップ
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ウィンドウサイズを定義しおよび管理するステップは、パケットデータユニット（
ＰＤＵ）シーケンス番号にさらに基づいていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記バイト数を、ＲＬＣ制御ＰＤＵおよびステータスＰＤＵに含めるステップをさらに
備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　より高いレイヤから、最大ＲＬＣ　ＰＤＵペイロードサイズを受信するステップと、
　前記最大ＲＬＣ　ＰＤＵペイロードサイズから最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズを推測するス
テップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　より高いレイヤから、最大ＲＬＣ　ＰＤＵペイロードサイズを受信するステップをさら
に備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）エンティティから、
　他のＲＬＣモードに加えてフレキシブルＲＬＣ　ＰＤＵサイズモード用の新しいインジ
ケータを含むＣＨＯＩＣＥダウンリンクＲＬＣモード情報と、
　フレキシブルＲＬＣ　ＰＤＵサイズモード示す情報要素と、
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　オクテット単位のＲＬＣスケールパラメータまたはフレキシブルＲＬＣ　ＰＤＵサイズ
モードの最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズの一方を示すダウンリンクＲＬＣ　ＰＤＵサイズ情報
と、
　Ｐｏｌｌ＿ＰＤＵ、Ｐｏｌｌ＿ＳＤＵ、Ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ＿Ｔｘ＿Ｗｉｎｄｏｗ＿
Ｓｉｚｅ、およびＣｏｎｆｉｇｕｒｅｄ＿Ｒｘ＿Ｗｉｎｄｏｗ＿Ｓｉｚｅを含み、前記Ｒ
ＲＣによってシグナリングされるプロトコルパラメータであって、ＰＤＵの数およびバイ
ト単位の少なくとも一方で指定され、解釈されるプロトコルパラメータと
　の少なくとも１つ含む無線ベアラ情報要素を受信するステップをさらに備えることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズとともにフレキシブルパケットデータユニット（ＰＤＵ）サ
イズをサポートすることによって、無線リンク制御（ＲＬＣ）動作を機能強化し、
　複数のパケットデータユニット（ＰＤＵ）のバイト数に基づいて、少なくとも１つのウ
ィンドウサイズおよびＲＬＣポーリングメカニズムを定義しおよび管理し、前記複数のパ
ケットデータユニットの各々のサイズが変化する
　よう構成されたことを特徴とする無線リンク制御（ＲＬＣ）エンティティ。
【請求項８】
　前記バイト数を、ＲＬＣ制御ＰＤＵおよびステータスＰＤＵに含めるようさらに構成さ
れたことを特徴とする請求項７に記載のＲＬＣエンティティ。
【請求項９】
　より高いレイヤから、最大ＲＬＣ　ＰＤＵペイロードサイズを受信し、
　前記最大ＲＬＣ　ＰＤＵペイロードサイズから最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズを推測する　
ようさらに構成されたことを特徴とする請求項７に記載のＲＬＣエンティティ。
【請求項１０】
　より高いレイヤから、最大ＲＬＣ　ＰＤＵサイズを受信するようさらに構成されたこと
を特徴とする請求項７に記載のＲＬＣエンティティ。
【請求項１１】
　無線ベアラに対するセットアップ、構成および再構成手順の少なくとも１つの最中に、
ウィンドウサイズに基づいて前記バイトカウントを受信し、およびネゴシエートするよう
さらに構成されたことを特徴とする請求項７に記載のＲＬＣエンティティ。
【請求項１２】
　パケットデータユニット（ＰＤＵ）シーケンス番号にさらに基づいて、前記ウィンドウ
サイズを定義し、および管理するように構成されたことを特徴とする請求項７に記載のＲ
ＬＣエンティティ。
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